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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
並
び
に
諸
活
動

に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
営
農
面
で
は
、

依
然
と
し
て
燃
油
や
飼
料
・
肥
料
な
ど
の
生
産

資
材
の
高
騰
も
大
き
な
改
善
が
な
く
、
天
候
は

管
内
で
は
全
般
的
に
穏
や
か
な
年
で
し
た
が
、

六
月
に
梅
雨
に
入
り
梅
雨
が
明
け
、
そ
れ
以
降

の
高
温
少
雨
の
影
響
に
よ
り
、
水
稲
を
始
め
果

樹
等
に
お
い
て
生
産
現
場
で
は
御
苦
労
の
多
い

年
で
し
た
。
特
に
水
稲
で
は
、
少
雨
に
よ
る
水

不
足
や
収
穫
期
を
迎
え
た
９
月
に
梅
雨
を
思
わ

せ
る
か
の
よ
う
な
曇
雨
天
が
続
き
、
収
穫
が
遅
れ

る
圃
場
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
Ｊ
Ａ
の
買
い
入
れ
価
格
も
昨
年
よ
り

約
五
千
円
高
く
設
定
し
、
令
和
７
年
産
の
買
い

入
れ
を
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
が
生
産
を
持
続
で

き
る
価
格
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
収
穫
量
に
お

い
て
は
昨
年
よ
り
は
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
等

級
比
率
は
平
坦
部
を
中
心
に
低
い
傾
向
に
あ
り
、

課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
米
を
購
入
さ
れ

る
消
費
者
に
と
っ
て
は
米
価
格
が
高
止
ま
り
し
、

消
費
が
低
迷
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
農
産
物

の
安
定
供
給
は
、
生
産
者
の
努
力
だ
け
で
は
成

り
立
た
ず
、
農
業
者
・
消
費
者
な
ど
関
係
者
全

員
が
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
初
め
て
成
り
立
つ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
「
互
い
に
理
解
を
深

め
る
」
こ
と
「
対
等
互
恵
」
で
あ
る
こ
と
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
本
年
も
様
々
な
活

動
を
通
じ
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
区
本
部
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
７

月
に
３
支
店
で
ブ
ラ
ン
チ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
で
営
業

し
て
お
り
ま
し
た
５
店
舗
を
母
店
へ
口
座
集
約

を
行
い
、
５
支
店
体
制
で
の
運
営
が
、
皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
移
行

で
き
ま
し
た
。

本
年
は
昨
年
の
総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い

た
「
新
た
な
運
営
体
制
」
へ
向
け
て
の
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、
先
行
す
る
管
理
部
門
の
集

約
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
座
談
会
等
で
内
容
を

お
示
し
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
環
境
や
社
会
環
境
の
厳
し
さ
の
増
す
中

「
総
合
農
協
」
と
し
て
の
強
み
を
生
か
し
、
各
事

業
を
通
じ
て
組
合
員
や
農
業
者
の
皆
様
の
営
農

や
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
頼
り
に
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
と
し
て
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に

根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
健
全
経
営
を
行
い
、
協
同
組
合
運
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

常
務
理
事
本
部
長　

佐
々
木　

豊

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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い
わ
み
中
央
地
区
本
部
で
は
、
５
年
ぶ
り
と
な
る
「
組
合
員
ふ
れ
あ
い

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
、
12
月
10
日
に
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
冬
晴
れ
の
澄
ん
だ
青
空
が
広
が
り
、
風
も
穏
や
か
で
、
ま
さ

に
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
。
初
参
加
の
方
も
多
数
加
わ
り
、
総
勢
57
名
・
15

組
が
賑
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
至
る
所
で
歓
声
と
嘆
声

が
響
き
渡
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。競

技
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
方
式
に
よ
り
順
位
を
決
定
し
、
浜
田
市
の

前
本
征
生
さ
ん
が
見
事
優
勝
。
12
日
に
は
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
で
表
彰

式
を
執
り
行
い
、
優
勝
者
に
は
「
し
ま
ね
和
牛
ス
テ
ー
キ
肉
」
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
上
位
入
賞
者
や
飛
び
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
、
ニ
ア
ピ
ン
、

ド
ラ
コ
ン
、
ベ
ス
グ
ロ
な
ど
多
彩
な
賞
を
用
意
し
、
参
加
者
全
員
が
楽
し

め
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
参
加
賞
と
し
て
島
根
米
２
kg
と
あ
ん
ぽ
柿
を
用
意
し
、
皆
様

に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
味
覚
を
取
り
入
れ
た
参
加
賞

は
、
コ
ン
ペ
の
温
か
み
を
一
層
引
き
立
て
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ま
た
来
年
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」「
天
気
は
最
高
だ
っ

た
け
れ
ど
、
ス
コ
ア

が
…
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
皆
さ
ま

の
挑
戦
と
、
交
流

を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
！

い
わ
み
中
央
野
菜

生
産
振
興
協
議
会

（
塚
田
民
也
会
長
）

は
11
月
28
日
、
浜
田

合
同
庁
舎
に
て
『
野

菜
勉
強
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
生
産
者

15
名
が
参
加
し
、
講

師
と
し
て
島
根
県
西

部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
農
業
振
興
部

農
業
普
及
員
・
Ｊ
Ａ
全
農
中
国
四
国
広
域
営
農

資
材
事
業
所
・
ア
グ
ロ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
㈱
の
方
々

に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
会
は
緑
肥
を
活
用
し
た
連
作
障
害
対

策
、
土
づ
く
り
や
農
薬
の
基
礎
知
識
な
ど
、
野

菜
の
栽
培
に
は
欠

か
せ
な
い
内
容
で

し
た
。
と
て
も
分

か
り
や
す
い
内
容

で
あ
り
、
初
心
者

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の

方
ま
で
終
始
驚
嘆

の
声
が
上
が
っ
て

お
り
、
有
意
義
な

講
習
会
に
な
り
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ

み
中
央
地
区
本
部
年

金
友
の
会
は
、
11
月

27
日
、
旭
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
に
て

「
第
25
回
Ｊ
Ａ
し
ま

ね 

い
わ
み
中
央
地

区
本
部
年
金
友
の
会

地
区
本
部
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
各
地
区
か
ら
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
86

名
の
会
員
が
集
い
、

芝
生
と
土
の
難
コ
ー

ス
に
挑
み
な
が
ら
、

全
13
本
の
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
記
録
さ
れ

る
な
ど
、
白
熱
し
た

プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
同
士
の
交
流
が
深

ま
り
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
大
会
は

大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

冬
晴
れ
の
青
空
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

令
和
７
年
度 

組
合
員
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

野
菜
勉
強
会
の
開
催
!!

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
交
流
＆
健
康
増
進
！

～
令
和
７
年
度
地
区
本
部
長
杯
～

左から準優勝 /伊藤友子様、優勝 /萩原チヨ子様、
年金友の会井上宗治会長、第三位小金勝秀様 いい眺めです

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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11
月
29
日
、
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
に
て
『
家
の
光
』
愛

読
者
の
集
い
を
開
催
し
、
50

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
『
家

の
光
』
12
月
号
の
防
災
特
集

記
事
を
活
用
し
、
購
読
者
の

満
足
度
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
赤

十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地

区
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
佐
々
木

豊
本
部
長
に
よ
る
『
災
害
へ

の
備
え
』
の
講
演
や
地
元
で

ご
活
躍
の
橋
元
屋
幸
守
さ
ん

の
『
防
災
落
語
会
』
を
楽
し

み
ま
し
た
。

家
の
光
記
事
活
用
と
し
て

『
防
災
食
レ
シ
ピ
』
の
試
食
や

ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ー
ド
で
作
る

マ
イ
防
災
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー

作
り
を
行
い
、
参
加
者
と

職
員
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、

「
記
事
活
用
の
会
は
ぜ
ひ
続

け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を

多
数
い
た
だ
き
、
愛
読
者
に

限
定
し
た
開
催
な
ら
で
は
の

反
響
を
確
認
し
ま
し
た
。

『
家
の
光
』

愛
読
者
の
集
い
を
開
催

12
月
16
日
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
に
て
『
地
域
貢
献
・

地
域
活
性
化
団
体
活
動
表
彰
式
』
が
行
わ
れ
、
江
津
市
跡
市

町
「
跡
市
田
植
え
ば
や
し
保
存
会
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
平
成
25
年
よ
り
実
施
さ
れ
今
年
で
13
回
目

と
な
り
ま
す
。地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
グ
ル
ー

プ
・
団
体
等
を
表
彰
、
普
及
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
島
根
県

内
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
実
施
し
て

い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
同
保
存
会
様
は
伝
統
文
化
の
継
承
と
地
域
の

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
、
22
名
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
の
小
中
学
生
に
田
植
え
ば
や
し
の
指
導
を
行

い
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
「
い
わ
み
中
央
ゴ
ル
フ
友
の
会
」
は
９
月
20

日
、
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ

を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
37
名
の
全
員
が
募
金
に
協
力
し
、

仲
間
と
プ
レ
ー
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
募
金
は
12
月
23
日
、
同
会
の
和
田
一
隆
会
長
が

浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
島
良
二
会
長
へ
贈
呈
し
ま
し

た
。中

島
会
長
は
「
い
わ
み
中
央
ゴ
ル
フ
友
の
会
の
お
気
持
ち

に
深
く
感
謝
す
る
。
浜
田
市
の
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
「
い
わ
み
中
央
ゴ
ル
フ
友
の
会
」
は

地
域
貢
献
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動
表
彰

「
跡
市
田
植
え
ば
や
し
保
存
会
」
受
賞

Ｊ
Ａ
し
ま
ね「
い
わ
み
中
央
ゴ
ル
フ
友
の
会
」

チ
ャ
リ
ティ
ー
コ
ン
ペ
で
地
域
貢
献
！

『防災落語』を披露する
橋元屋幸守さん

アウトドアコードを一緒に作る
佐々木本部長家の光記事活用展示

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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フ
レ
ミ
ズ
活
動
紹
介

し
め
縄
作
り
＆
お
も
て
な
し
料
理
に
挑
戦
!!

迎
春
を
彩
る
お
せ
ち
作
り

い
わ
み
中
央
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
土
居
由
紀

部
会
長
）
は
ハ
ー
ト
の
形
で
一
年
中
楽
し
め
る
「
洋
風
し
め

縄
作
り
」
と
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
ぴ
っ
た
り
な
本
格
的

フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
畑
岡
律
香
さ
ん
、
岡
本
裕
明
シ
ェ
フ
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
家
の
光
」
を
教
材
と
し
て
、
お
せ
ち
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

12月11日、JA女子大学８期生は石見まちづくりセンターで、第13回
講義「おせち料理教室」を開催しました。今回は「手軽に作れるラクラ
クおせち」として『家の光』12月号を参考に、７品にチャレンジしまし
た。定番の「田作り」や「伊達巻」のほか「かまぼこのピンチョス」や「エ

ビの塩麹パン粉焼き」
など、新感覚のおつ
まみおせちにも挑戦。
学生の中には初めておせち料理に取り組む方もいて、
「おせちは難しいイメージがあったが、簡単にできる
レシピだったので今年はぜひ家で作りたい」「日本酒
にも合いそう！」「クリスマスにも応用できそう」な
ど意欲的な感想が多く寄せられました。学生同士で
協力し合い、和気あいあいとした雰囲気の中で、楽
しく美味しいおせち作りの時間となりました。

８期生12月講座「おせち料理教室」

尾浜女性
部

尾浜女性
部（尾浜集会所）
（尾浜集会所）

周布地
早乙女サロン

周布地
早乙女サロン（周布地集会所）

（周布地集会所）

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾

12月20日、「ふれあい農業体験塾収穫祭」を開催し、15家族47名の親
子が参加しました。今回は、春の田植え作業から稲刈、柿狩りなど一年を
通して行った農業体験の締めくくりとして、餅つきを楽しみながら収穫の

喜びを分かち合うことを目的としていま
す。当日はJA女性部のみなさんのご協力
のもと、杵と臼を使って餅つきを体験し
ました。子どもたちは「杵が重たくて大
変！」と言いながらも、元気いっぱいに挑戦していました。周囲の「よい
しょー！よいしょー！」という掛け声に励まされ、みんなで力をあわせて
お餅をつき上げました。つきたてのお餅は、きな粉や大根おろしや砂糖醤油、
ぜんざいなどで味わいました。「やわらかくておいしい！」とおかわりをいっ
ぱいしてうれしそうにほおばっていました。また、お餅を使って、年神様
が宿るといわれる正月飾りの「もち花」作りも体験しました。最後に佐々
木本部長から、
子どもたち一人
ひとりに収穫し
たお米がプレゼ
ントされ、楽し
い収穫祭となり
ました。

収穫祭 ～餅つき～

来店感謝デ
ーを各店舗で開催来店感謝デ
ーを各店舗で開催

皆さまへ感謝の一日、皆さまへ感謝の一日、

三隅支店

浜田西支店

金城支店
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2026年１月号

新年明けましておめでとうございます。新年明けましておめでとうございます。
2026年（令和８年）は、十干は丙（ひのえ）、干支は午年（うまどし）、
動物は馬です。
午年は、行動力や独立心を促す年とされ、積極的に新しいことに挑戦する
ことが推奨されます。特に、スピーディーな決断や行動力が成功を引き寄せ
ると考えられています。

１１種の発芽に必ずしも必要ないものは
どれか？
①光
②温度
③水
④酸素

３３ほうれん草が最も甘くなる時期は
どれか？
①だんだんと気温が暖かくなる春
②日長がだんだんと長くなる初夏
③日長がだんだんと短くなる秋
④霜が降りるくらいに気温が下がる冬

７７春の七草のひとつ「なずな」は
次のどの野菜か？
①セリ
②ナバナ
③カブ
④ダイコン

５５大きく育ったトマトの実に、急にヒビが
入る原因として考えられるものはどれか？
①低温障害
②土壌水分の急激な変化
③窒素肥料の過剰
④リン酸肥料の不足

９９落ち葉たい肥を使うことでどのような
効果があるか？
①カルシウム分で酸性を中和する
②繊維分により土が膨軟になる
③十分な窒素分を供給できる
④土の気密性が増す

２２同じ科に属する野菜だけを組み合わせた
ものはどれか？
①キュウリ、トマト、オクラ
②ナス、ピーマン、サトイモ
③ハクサイ、ブロッコリー、ダイコン
④レタス、シュンギク、キャベツ

６６半日陰でもよく育つ野菜はどれか？
①ミツバ
②サツマイモ
③サトイモ
④キュウリ

４４アブラナ科の野菜を食害しない虫は
どれか？
①アオムシ
②ハスモンヨトウ
③アワノメイガ
④コナガ

８８どの作物にも窒素成分は必要だが、
特にその施用が重要なものはどれか？
①ナスやトマトなどの果菜類
②ダイズやアズキなどの豆類
③ジャガイモやサツマイモなどのイモ類
④キャベツやコマツナなどの葉菜類

1010 ダイコンの保存についての説明でもっとも適切なものはどれか？
①葉をつけたまま保存する
②葉を多少残したまま保存する
③葉の根元ギリギリのところで切り離して保存する
④収穫適期のダイコンをそのままずっと畑で保存する

※答えは17ページに掲載

【野菜４択クイズ】
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JA 冬期座談会開催場所・日程表
令和 8年１月～ 2月

以下の日程で JA 座談会を開催いたします。
最寄りの会場にご参加いただき、皆様のお声をお聞かせください。

※座談会の時間は、おおむね２時間としております。
※ JA しまね 総合ポイントカード「おさいふカード」をお持ちください。
　座談会出席ポイント（100 ポイント）を付与させていただきます。

対象支店／事業所名 会　　　場 開 催 日 時　間

浜 田 支 店
上府公民館 ２月 ９日㈪ ９：30
JA 地区本部２階ふれあいホール ２月 ９日㈪ 13：30

浜 田 西 支 店

周布まちづくりセンター １月27日㈫ ９：30
JA 旧長浜事業所 １月27日㈫ 13：30
美川まちづくりセンター和室 １月28日㈬ ９：30
美川まちづくりセンター西分館 １月28日㈬ 13：30

江 津 支 店

Ａコープごうつ２階会議室 １月29日㈭ 13：30
松平地域コミュニティ交流センター ２月20日㈮ ９：30
松平地域防災拠点施設 ２月20日㈮ 13：30
都治地域コミュニティ交流センター １月29日㈭ ９：30
二宮地域コミュニティ交流センター ２月16日㈪ ９：30
跡市地域コミュニティ交流センター ２月18日㈬ ９：30
波子地域コミュニティ交流センター １月26日㈪ ９：30

三 隅 支 店
JA 三隅支店２階 ２月 ２日㈪ 13：30
岡見まちづくりセンター ２月 ４日㈬ ９：30
井野みのり会館 ２月 ４日㈬ 13：30

金 城 支 店

JA 金城支店２階 ２月 ５日㈭ ９：30
久佐まちづくりセンター ２月 ６日㈮ ９：30
美又まちづくりセンター ２月12日㈭ 13：30
ときわ会館 ２月 ６日㈮ 13：30
小国まちづくりセンター ２月12日㈭ ９：30
旧 JA雲城出張所 ２月10日㈫ ９：30
かたらいの家 ２月10日㈫ 13：30

弥 栄 事 業 所
JA 弥栄事業所２階 ２月17日㈫ ９：30
杵束まちづくりセンター ２月17日㈫ 13：30

旭 事 業 所

JA 旭事業所２階 ２月 ５日㈭ 13：30
木田生活改善センター ２月 ４日㈬ ９：30
和田まちづくりセンター ２月 ４日㈬ 13：30
都川高齢者活動促進センター ２月19日㈭ ９：30
市木生活改善センター ２月19日㈭ 13：30
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お問合せ先：JA しまね いわみ中央地区本部経済課 TEL（0855）22-1128

クイズ答えクイズ答え

１１① 光

２２③ ハクサイ、ブロッコリー、ダイコン

３３④ 霜が降りるくらいに気温が下がる冬

４４③ アワノメイガ

５５③ 窒素肥料の過剰

６６① ミツバ

７７③ カブ

８８④ キャベツやコマツナなどの葉菜類

９９② 繊維分により土が膨軟になる

1010③ 葉の根元ギリギリのところで切り離して保存する

15ページに掲載

年金相談会

農業用廃棄農薬の回収を行います
●回 収 日　令和８年２月 12 日㈭
　　　　　　午前９時～ 12 時
●回収場所　あぐり中央店・あぐり南店
●処理単価　１kg あたり
　　　　　　500 円（税込）

＊回収に当たっては、毒劇物や農薬を取扱
いますので回収場所は、あぐり店のみと
させていただきます。

＊当日は必ず印鑑をお持ちください。
＊農薬は必ず密封し、普通物・毒劇物に区

別してください。（区別できない物は、毒
劇物扱いになります。）

＊当日、「廃棄用農薬処分申
込書」に記名のうえ押印い
ただきます。

２６日(木) 9時～17時

２７日(金) 9時～14時

三隅支店 展示会
Aコープみすみ

１７日(火) 9時半～14時

２４日(火) 9時半～14時 Aコープあさひ

Aコープやさか

３日(火) 9時～14時 浜田西支店

５日(木) 9時半～14時 Aコープやさか

９日(月) 9時半～14時 Aコープあさひ

メガネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ お気軽にどうぞ移動型店舗 店長 狩野 昭弘

認定補聴器技能者

『移動型店舗

パリミキカー』

メガネ一式13,200円～

２日(月) 9時～14時 あぐり南（金城）

令和８年 ２月度 ＪＡ巡回スケジュール

１級 眼鏡作製技能士

いわみ中央地区本部

受付時間／9：30～16：00

令和８年２月

14日・28日
JAしまね いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741
℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

©よりぞう

住宅ローン、
マイカーローン

…ほかいわみ中央地区本部いわみ中央地区本部
１階浜田支店で１階浜田支店で
お待ちしております‼お待ちしております‼

ローン休日営業開催中！
２月６日㈮ 浜田支店

午後３時から
午後７時まで
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